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1888年ヘルツ（独）が電磁波の存在を実証し
て後1895（明治28)年マルコーニが約1マイル
の無線通信に成功しましたが， 1896（明治29)
年から 1899（明治32)年ころまでの初期に発
射された電波は，いわゆる普通火花式といわれ
る方式で，その特長は非同調式と呼ばれ，空中
線に直接火花間隙を挿入するという方法がとら
れていました。
ところが， 1899（明治 32)年ころから同調式
と呼ばれる結合回路を使用する方式がとられる
ようになってきました。
日本では 1897（明治 30)年，東京湾で1n. 
m.の無線実験に成功したのが最初だったよう
で，その後続いて遠距離通信の実験へと進みま
した。
1900（明治 33)には， 「電信法中私設に関
する規定を除き無線通信に準用する」旨が公布
されて，ここに無線通信の政府専掌が明示され
ました。
1903（明治 36)年には国際無線電信会議が
ベルリンにおいて開催され， 1906（明治 39)
年，第一回国際無線通信会議がベルリンにおい
て開催，国際無線電信条約が締結され，電波に
関する国際的な歩みが始まりました。
また，日本では1908（明治41)年，当時の逓
信省銚子無線電信局が正式に開局して，天洋丸
との間で最初の海上移動通信が始まった次第で
す。
さて， 1906（明治 39)年，普通火花式から，
その火花間隙を少量挟めると減衰率の少ない電
波が発射することが確かめられ，順次この方式に
移ってゆきました。この特長は火花間隙として
近くに相対する平行面放電間隙を数個直列に結
び，面と面の間に雲母板をはさみ，電力を調整
できるようにした方式です。
日本では逓信省式瞬減火花方式として開発さ
れ，特長としては逓信省式では間隙の一方をゆ
るやかに回転して，その間隙に冷した空気ある
いはアルコールを吹き込んで常に冷却すれば，
常に安定な火花放電が得られるようになってい
ました。とにかく，間隙の極めて挟い電極間をよ
ごさないように，絶えず保つ必要がありました。
本学前身校の大正年代から昭和の初期の卒業
生が「ギャップをみがく」ということでは御苦
労があったようで，私もこの言葉をよく耳にし
ました。
写真でも分かりますように本学にありますも
のは残念ながら一部欠けていますが，原型はお
よそ分かっていただけるでしょう。
（本学名誉教授宮坂武芳）
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